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1990 年代に本邦で内視鏡外科が導入されて以来, さまざまな疾患に対して内視鏡外科手術が行われる
ようになってきた. 本号には ｢内視鏡外科手術に関するアンケート調査―第 9回集計結果報告｣ が掲載さ
れているが, 実施件数の増加は本手術が標準手術のひとつとして認識されつつあることを意味している.
このように内視鏡外科手術が普及していく過程で, 外科系の医師が開胸や開腹などの従来の手術に加えて
内視鏡外科手術を習得するために, さまざまな方法が採用されてきた. 特に, 内視鏡下手術ではビデオ画
像が残るため, われわれはそれを教材として講習会で説明を受けたり, 自習することが可能である.
私は, 専門家の講義や全身麻酔下のブタを用いた実習から構成される食道疾患の内視鏡下手術講習会の
お手伝いをしている. 当然のことながら, 基本的手術手技の修練には動物実習は優れているが, ブタとヒ
トでは細かい解剖が異なるため, ヒトの場合には癌手術に不可欠なリンパ節郭清などの手技や, 術野展開
法などに工夫がいる. 参加した先生からは, 実技講習会は確かに役に立つが, 手術室で実際に手術見学を
したり, 指導者による直接指導を希望したいという感想をいただいている. いわゆるハイテク教育環境が
整っても, 最後は人と人が近距離で手術を指導すること, すなわち直接的なコミュニケーションが一番求
められている. それは感動を伝えられるからである.
本誌への投稿原稿を拝見すると, 内視鏡外科特有の工夫, 稀少性のある症例, 多数例の内視鏡外科手術
症例の解析など, どれも興味深い内容ばかりである. 定期的に送られてくる原稿をわくわくしながら査読
しているが, なるべく多くの論文が掲載されるように骨を折っている. 多くの読者は掲載された論文に接
して, 新しい知見に出会い, 喜んだり, 悔しがったり, 時に異論を抱いたりする. 誌面に繰り広げられる
著者らの努力がわれわれに感動を与えてくれる.
手術手技の伝承や指導も, 論文の執筆も人に感動を与えると上手くいくようである. 膨大な仕事に追わ
れ, 行き過ぎた医療訴訟に配慮せざるを得ない外科系医師の環境が時として色あせることもあるが, ｢感
動｣ する心の余裕を少しでも持つことにより, われわれの環境がさらに魅力あるものに変わることを期待
したい.
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第 13 巻 6 号 ｢特集｣
『先端医療機器と内視鏡外科手術』

最新の内視鏡治療機器：NOTESへの応用 池田圭一・他 東京慈恵会医科大学内視鏡科
最先端ナビゲーションによる内視鏡外科手術：NOTES
―wireless motion 追従ナビゲーションと
OsiriX virtual image overlay の有用性 杉本真樹・他 帝京大学ちば総合医療センター外科
リアルタイムナビゲーションシステムの開発と
腹腔鏡下手術における有用性 小西晃造 九州大学大学院次世代低侵襲治療学講座
NOTESにおける遠隔操作型広角CCDカメラポッドの有用性

大平 猛・他 自治医科大学救急医学
新しいメカニズムの多自由度鉗子Radius Surgical System
を用いた内視鏡外科手術 稲木紀幸 石川県立中央病院一般・消化器外科
一体型マスタ・スレーブ・マニュピレータと
ハプティクス鉗子の開発 小澤壯治・他 藤田保健衛生大学坂種報徳病院外科
非接触硬さセンサの内視鏡外科手術における応用 川原知洋・他 広島大学大学院内視鏡外科
新しいHIF CZ 901 の開発と内視鏡外科手術への応用 板橋 明 くぼじまクリニック
●連載
内視鏡外科手術室訪問 (第 2回) 森 俊幸・他 杏林大学外科
●2008 年第 13 巻総目次
他に ｢原著｣ ｢症例報告｣ ｢手術手技｣ を掲載予定
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